昔話についての手控え数件――西行話・たとへづくし・その他―― by 太田, 東雄
昨五十五年に地元の山励新聞から刊行された「岡山県大
百科事典」の口承文芸部門で、
私は「西行話」の項目を担
当したが、
串典としての制約から摘記にとどまっていた
。
誌面を頂いたのを幸いに、
その折りに利用した汽料も示し、
やや詳しく補説させて頂く。
一段下げて字を小さくしたの
が、
その旧記事の一節
である。
西行話
さいぎょうばなし
歌人西行法師を主人公とする一
ばなし
種の狂歌咄。
r日本昔話集成」に登載されている二型のうち、
岡山県では「西行と女
」
の類が採集された。豚の途中の西行が
ぐそ
野糞をすると、
たま
たま萩の上だったので技がはねたのを〈西
行はいくたの昨をしてみたが、
萩のはね糞これぞ見はじめ〉と
歌
う
「萩のはね糞」は古川抑にも詠まれていて、
かなり流行し
た話であったらしい。
「西行話」について
「日本昔話集成」（あと「集成」と略称する）の後身の
「日本昔話大成」による
と、
本話型が
g l苺ぶ
ら宮崎•福
岡•愛媛・香川
・山ロ
・広島•島根
・烏取・和歌山・兵庫
・京都・滋賀・岐阜•福井
•新潟・神奈川・群馬・山形
（最近の報告によろと長野
•宮城も加わった）の各府県に
またがっていろことが知れろ。
まず「萩のはね糞」の話柄について岡山県での事例を紹
介する。
「（原題
・西行のはぎのはね糞）
．
苫田郡阿波村大畑腸谷・女
西行さんが旅ゅうしられる時になあ、
うね越しでしょう
なあ、
お便所へ行きとうなっ
て、
せえで行かれる時に、
ど
うもどこへ行こうなあけえ、
せえで野にしられたんでしょ
う。
その時にはぎを踏んどられたのが、
立てられるおりに
太
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は
ねて、せえで、
「 西 行 も
いくらの豚も
し
た け れ ど 、
は ぎ
のはね炭これぞ見始め」言うて通られた。（阿波P.
4 8 )
」
「 日 本 昔
話 通 設 」
（ 同 朋 舎 ） 第 十 九 巻 P
.635 か ら 引 用 し た 。
な お 、 類 話 に あ る 歌 は い ず れ も 下 の 句 共 通 で 、
•西行はいかなる旅もしてみたが
． ． ．
． ． ． ． ． ．
（ 勝 田 郡 奈 義 町 ）
• 西 行 は い く た の 旅 も し て み た が ：
．．．．．．．
．．
（ 苫 田 郡 阿 波 村 大 高
下 ）
である。川柳との関迎で当話型が論じられたとは管見にないので記事に
し た の で あ る が 、 た と え ば 「 日 本 史 伝 川 柳 狂
句
J
( 近 年 、 古 典 文 廂 で 復 刻
）
に 、
「A、萩で跳ね
r 西 行 は い か な る 旅 も し て 見 た が 萩 の
は ね く そ 今 が 見 初 め 」 採 に て 萩 の 技 を 踏 ｀ し 、 其 上 に 用 を 足したるところ、了れて退けば枝が跳ねて、因って此吟ありと
西行は名高ひ尿を一度たれ
四三・ニ四ウ
古今の尻に名の裔い屎の埓
一 五
l
．一四ウ
萩の屎集の中ヘハはねこまず
― ― 八 ・ 八 オ
此 所 西 行 無 用 萩 の 莞
八 四 ・ ニ ー ウ
＇
… … • • ' 萩 の 寺
一 四 0 ・ ニ ウ
萩 寺 へ 来 て 西 行 の 物 語
六 一 ' 1 0 ォ
夏 枯 の 卓 に 西 行 首 を た れ
弘 ニ ・ 佃 二 七 ウ
J
（注2)
とある
。
（
古
典 文 庫 第 三 六 四
冊 P
.
1 6 7 ~ 
168) 
短詩型である こ と
の 制 約 か ら し て 、 川 柳 の 句 柄 に は 世 上
既 知 の 話 題 を 要 約 し て は め こ ん で 、 宮 葉 の 捻 り を 加 え て 捉供すると
い う 例 が 多 い の で 、
こ の 各 句 も
その類と見れば、
昔 話 「 萩 の は ね 森 」 あ る い は そ の 原 態 の 話 柄 の 流 通 し た 時
（ 注 3 )
期が近くともこ
の
句 群 の 年 次 以 前 （
文 化 四 年 以 前 ） に
湖る、と判断してよかろう。
ま た そ れ が 組 （ あ る い は 蟹 ） の 上 だ っ た の で 、 動 き だ し た fu を見 て 〈 西 行 も い く ら の 旅 も し て
み た に 糞 の ほ う た は こ れ ぞ 見 は
k
じ め 〉 と 歌 い 、 亀 が 歌 い 返 す 「 西 行 と 印 」 。 こ の 話 柄 は 下 が かった話なので〈とりの話（最後の話）〉とされ、さらに続けて他 の 話 を し な い こ と も あ る 。こ れ も 岡 山 県 で の 事 例 に つ い て 見 ろ こ と に す る 。「 （ 原 題 ・ 弘 法 大 師 と 組 ）
阿 哲 郡 哲 西 町 川 南 ・ 女
昔、あると
ころを、弘法大師さんが通りょうちゃったん
じゃそうな。そうしたら、便所をもよお
して、道の下ぁ降
りて、まあ用事ゅうすまあて、逃げちゃったんじゃそうな。逃 げ て か ら 後 へ 向 い て 見 り ゃ あ 、 お ん と り 、 お ん と り 歩 きょうるげな。まぁ、
こんなぁえらいことじゃ
の う 思 う て 、
「 長 年 、 長 年 旅 ゅ う
す ろ け れ ど 、 竿要 ひ っ た は こ れ 始 め 」
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いうて、弘法さんが歎ぁ詠んじゃったいうて。そうしたら下
の
方で、「長年道下に住むけど、駄賃取らずの煎荷負い
をしたのは、これ始め」いうて、詠み返やあたいうて。ヘえからヽなんじゃろうかのう思 ようかCんで見たら、租じゃ
っ
た
いう
て、それ
か
ら
糾臭
うなったんじゃ
と、亀が。
昔こっぷり
。（中因山地p
,
375) 
注の
こ
の話は「とり（最後）の話」といい、これでその話
はしまいとすろ。下の話（色話も含まれろ）をすると、話が終わったということになる。②
文中には「碑豆大師」
とあるが話型名は他に合わせて「西行話」とする。」
前項と同じ<r日本昔話通設」P
.
634から引用した。この
いの注記に関しては、当該祖の緬集代表たる稲田浩二氏の
論説がある。
（注5)
風流な萩に比べて、也の話韻では江戸人士の嗜好に合わ
なかったか
、対応句は見当らぬようである。歌での応酬と
いう重い形式を措いて考えるなら、「萩のはね糞」あるいは伝説の「西行石」あたりから派生したものであろうか
、
とも思う。
洗湖女に歌いかける文字通りの「西行と女」も一例採集され
ていろ。なおr昔話集成」に登旺された〈仮 宿を惜しむ君かな〉と歌う話は「選集抄」．謡曲「江口」で流布したものであ
り、各種の俗曲にも歌わ
れ
ている。
「俗曲」としたの
は
、長唄•河東節・木やり歌の類である。
西行が「川にいる」女に歌いかける「西行と女」の例話
を次に示す。
「西行法師の歌（後半）せえから、また、む
こうへ、むこうへ行きょうたら、娘
とやら嫁さんとやらが、洗烈ぅしょうて、その尻ぅ出いてしょうたで、その坊さん 通りょうる思 咤8誕の抜けたのを、ばっ
と尻ぃ伏せたんじゃそうな。そうしたとこ
ろが、尻が見えたんじゃ。
西行もいくらの旅もして
み
たに
、匹嘩⑳5滋炉は、
こ
れ
ぞ見初め、いうて、歌ぁうとう
た。語り手・勝田郡勝田町
赤坂
宇野いち」
『英作の昔話』（日本放送出版協会刊）P.132から引
いた。
この話柄から想起するのは（伝説的な付随部分も多い西
行については別として、俳型の雅源を下世話に扱うと叱質ものであろうが）
r
野ざらし紀行」中の
「西行谷のふもとに
流あり。をん
などもの芋あらふをみる
c
‘�いもあらふ女西行ならば歌よまん（大系本）」である。
遊女江口と
の摂州での歌の間答と結んだ解釈が定説のよう
であるが、前記したような昔話群の、それより数等穏当な
-8-
祖 型 的 な 狂 歌 話 は 句 吟 当 時 流
布していなかっただろうか、
と俳句に
つ い て は 門 外 殺 で あ る 私 は 夢 想 す る 。 例 え ば 、 品
・根県の
「 （ 原 題 ・ 西 行 の 歌 く ら ぺ 、 梗 瓶 ） の 部 分
・・西行が谷川で菜を洗っている十二、三歳の娘が自分をじっと見ていろのに気づき、「十二や三の小娘が、恋路の道を知ることはなろまい」と詠むと、娘は「おおそれや谷あいのつ
つ じ 椿 を 御 覧 な い 、 せ い は 小 さ い が 花 は 咲 き ま す 」
． と 詠 み 返 す
。
（ 中 略 ） こ う し て 西 行 は い た る と こ ろ で 歌 に
負けたという。（匹見P.
2 2 9 ) 
島根県芙 猿 郡 匹 見 町 下 道 川 ・ 男 ( r 日 本 昔 話 通 観 」 第
十 八 巻 P.
545)
」
のような。
ま た 「 富 士 見 西 行 」 の
話
題 は 、 当 時 ど う で あ
っ
た か 、 と 同 じ く 「 野 ざ ら し 紀 行 」 の 富 士 の 句 を 見 て 典 味 を持
つ
。
昔話から照射し
た 西 行 は 、 至 極 、 親 し め る 人 柄 で あ る 。
西 行 に つ い て の 庶 民 の 感 想 は 例 え ば 、
ながれ
「 唄 に 上 手 じ ゃ 小 唄 に 上 手 ／ む
か し
西 行 の 後 裔 か や
むかし西行
の な が れ じ ゃ な い か ／ む か し 西 行 の 宿 を し た
（ 庭 歌 — 員 弁 ． 菰 野 ）富 士 の 裾 の で 西 行 さ ん が ひ る ね ／ な に を 枕 に ／ 田 古 の 浦（ 庭 歌 1 度 会 ・ 鵜 含 ）
•9
労 作 唄 」 （ 三 重 県 民 謡 研 究 所 刊 ）
r 1 ―
一瞬累
民
謡
集
P
.4 5 お よ び p g
」
という政に示されているようなものででもあったろう。
以 上 で 岡 山 県
に見られ
る 「 西 行 話 」 （ の そ の 一 半 で あ る
「 西 行 と 女 」 ） の 諸 形 の 紹 介 を 了 え た が 、 念 の た め 、 「 江 口 」の 話 題 を と り 入 れ た 昔 話 を 紹 介 し て お く 。 集 成 で は 同 じ く「西行と女」に収合されてある。「 （ 五 二 八
西 行 と 女 ）
岐 阜 県
0 大 野 郡 ーー 酷虎 が 汚 い
な り で 門 口 に 立 っ て 雨
宿をこう。女が早く行けというので「世の中をい
と
う ま で
こ そ か た か ら め 仮 の 宿 を 惜 し む 君 か な 」 と 詠 む と 、 女 は 笑顔 に な っ て 泊 め る 。 （ 丹 生 Ill ． ー ニ 六 番 ）
r 日 本 昔 話 大 成 」 第 九 巻 P お 2 」
また、この例話と並ぺてある、西行が破ケ岳に登って、
「名も高き鼓ケ岳に来てみれば西も東もたんぼぼの花」とま ず 詠 み 、 他 人 か ら の 示 唆 を 受 け て 初 句 の 「 名 も
高 き 」
を
鼓 と 呼 応 す る
「 音 に 聞 く 」 に 、 三 句 の 「 来 て み れ ば 」 を 「 う
ら 見 れ ば 」
に
修 整 す る 話 柄 は 近 世 に も て は や さ れ た も の ら
し く 、 こ れ も 川 柳 に 数 多 く 詠 ま れ て い る 。
．
以 上 、 か な り く ど く ど 並 ぺ た 各 話 柄 を ど の よ う に 整 理 し 、
話型と認定するか、何種類の分類案を用意すろか、についての意見はここではさし控えておく。
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注1
稲田浩二氏より、
主人公は西行であると名は挙げ
ないが、
類する話が沖細にも多く、
現地では殺劇
によ
って流布したもののようであるとの御指摘を頂いた。
注2
各句
の下の記号は「四三・ニ四ウ」とあ
れ
ば、
「誹風柳多留四十
三篇二十四T段」、
「弘ニ
・佃」は
「弘化二年佃評万句合」の表示である。
注3
r柳多留」四十三節は序文による
と、
文化四年秤
に開仰された二代川柳の住居新築祝賀 句会 の入選句が掲載されていることになっている。なお、
篇中二十二T表に
はねる子を洵老にして乳母犬をよび
の句があった。
昔話「犬聟入」と関連する習慣を示し
た句である。
「海老
にして」とは抱えて、
こ
れ
から川
便させる
の
である。
犬はその始末をす
ろ
のであろう。
注4
．一休と西行と弘法大
師、
太子と大師、
伝教大師と
弘法大師、
それぞれの間で時に話柄の咽複が見られる。
またこのような話柄には、
無名の人を主人公にしよう
とする依向（北日話的と
もいおうか
）と、
逆に、
より
著名な
人に仮託されようとする頻向とが見られる。
注5
「rとりの話」小考」伝承文学研究第十一号
注6
r続丹生川昔話集 を出典として同地の殆んど同
形限の話がr日本昔話通似」第十三巻の「狂歌の手柄」
「たとへづくし」から
の項へ類話として載っている。
麻をして来た西行と長
者と 応待になっている。
注7
「雉も嗚かねば
うたれもすまい
父は流の人柱」
（南牟襲・南輪内）の歌も載っている↓二参照
一昨五十四年十一月に活字化刊行された松
5染
軒東井囮・
宗政五十緒校「たとへづくし」（同朋舎
）は
「天明六年成
立の江戸期のことわざ
・慎用句大辞典」であ
るが、
昔話に
関する慣用句も豊富に含んでい
て、
有難い出版物である。
既にいくつかの話題が紹介されて るらしいが、
ここにロ
承文芸との閲迎上重要と思えろ涸章を恣意に選んで抽出しておく。
〈〉
内は引用であり、
上の数字は活字木の貞を示す。
便宜上、
小字部分を（
）内に
まわした。
引川の祁分省略
をし、
特にふり仮名はかなり省略した。
その外にあるのは私注であろが、cucFl話の話型名について
は仮りに「日本昔話事典」（弘文堂） 項目名を利用し、「」で示した。
「」は「日本昔話通践」の函名を利用
したもの あ
る
。·
29〈一把 槃を十六把になす人を婿に取らんといふ大百姓
-＆2-
あり
或人往てまづ這入て庭あり向IL鍬ありお婆の顔JL
敲あり（以上合十六把）〉「一把の藁十六把」
48〈袴差て小用が出来まひ（嗅の答）そんなら小用仕なが
ら足袋の紐が成か〉小咄
49· 
52
〈呻iしは庚出の晩〉
にやん
75
〈哺の声さへ聞かずば浮世は儘よ（カッタリコ。カッタリーー＼＼＼カッタリコ）米春一村 サテハ鼠の隠里卜知猫ノ真似ス
レ
ハタチマチキエウセヌト云云）〉「鼠浄土」
aととぎす
79 
• 
87
〈蜀魂は迷途の鳥（夏中千声嗚卜云リ）〉
笞〈時鳥は本迫掛たか（卜云）忍音は初音（ヲ云）
．．．．．． 
〉
86
〈ほととぎすは夏中に八千八声嗚といへ 千声ともいふ（然トモ昔モ今モ聞人希也）〉以上三項「時烏と兄弟」ほか
へ こ き
89
〈転失気尻窄める〉落語
92
〈虎狼より濶るぞ罹ろし〉「古屋の漏り」
153
〈枯
た
る木ILも花咲く〉r花咲爺」？
170
〈蛙の奇よむこと
住吉の浦のみるめも忘れねば仮fLも
人に又問れけり（女二化｀ソ契尋行シニ蛙 足趾如此）〉「蛙女房」
さ
180
〈慾引張れば股勢ける〉
i
たか
looo〈慾の角鷹〉以上二項「鵡鶉は烏
の
王」
197
〈団子ほど脹た〉「団子聟」？
£だま
201
〈
狸の睾丸八昼敷ひ
ろがる〉「狸の八悦敷」
207
〈森和域（だいた法師卜云）（日向塩田ノ大夫ノ女大
蛇卜接シテ男子ヲ産
大太箪卜云鞍童トモ云
．．．．．． 
）〉
「蛇と女」
たこ
のf
器〈綸木に卜ろ藤の棚〉「芸くらぺ」214
〈曽呂利咄しにこまる
．．．．．． 
鞘師ナリ）〉
餞〈壺じゃ（従――堺，宿院
1出
IV
9
語也或人壺ヲ一ッ買ヒ
代銭百穴渡ス・
9
.... 
)〉蕗語「壺算」
231
〈鼠のJWgの鞍釦にて〉「鼠の嫁入り」？
259
〈馬
の
釦翻
れ
た
るは
其
女の
応、知を塾さし直に馬の頭を
可
レ
覆〉
馬
娘婚姻諷？錢花「高野型」を想起
262
〈無腹国に米沢彦八渡らば国人等大に迷惑せん抱へる
腹無故〉小咄・落語
273
〈魚も喰はれて成仏す〉
l
休咄
359
〈嶋の蹄に卵ユ畷の吋あり（乃利須利於介卜鳴ハ晴天
乃利止里於介卜嗚ハ雨）〉「巣紺屋」
お
0
〈五人面々理屈という咄あり
客四人儲＜床の一軸絵
際あり評じてい
はく一
二
賛といふあり
――
二
これは詩な
りと
．．．．．． 
亭主出て
是元質のながれもの〉小咄
t
ゃ
468〈座頭餅屋にて銭払ふ三人一人宛いへるは此家は三ツ
斑ふた
又一人日四ツ食ふた
又一人日五ツ食ふたも
の
ぞと〉「座頭振舞
J
見つくろった・ようつくろった・何
-83-
．． 
日
つくろ
った
482 
• 
605
〈
誂心℃ 露
は
巫鞣
の人
柱
雉
も
卿ぞは打たれまじ
も
畷
のを〉．『長柄の人
柱
』
めうが
す
含〈襄荷を喰へば物忘れを為（是草天竺槃
之 塚 よ り 生
ず 故 二 鈍 草 卜 名く）〉「苓荷女房 」
文 は
5 0 4 〈 味 噌 豆は三里廻り
ても喰 ふ べし〉「継子の釜茄で」．
5 05
〈
組 知 仏 に
問 ヰ啜暇盛ら 以 ＞ 伺 可
＞
食仏
答 日 六 月 土
用 に 日 に 曖 れ 可 ＞ 死 （ 云 云 ） 〉 「 鉦 矧 と 土 」
笞 〈 娑 婆 で 見 た 弥 次 郎かとも思はぬ
〉
小 咄
さが り
545〈芝講とて宮境内寺院境内にて小屋の講談下
なり
〉
567〈 須 弥 山 を 飯 にし大海を汁とし虚空を呑めど 喉 に 遮 ら
令マ）
ず （ 一 休 和 尚 ） 〉 大 話
5 72 〈 匹ヰ寄 畔 で よ か れ がし
と思ふ〉「祝い直し」
596〈百 物
語は不＞為もの必怪み
を招く〉
器〈雀は親に孝行烏 親の
品g閉
配鉛ながら行て遇ひしと
つばくら
はくる
燕は女にてお鉄漿 付 身 培し得不＞遇と い へ り 〉
「雀孝行」
xxx 文 つ か う
し リ 之 つ か い
粉
7
〈 昔 先 箇 様猿の尻は真赤な（昔咄ノ結語 也 ） 〉
じ リ 之 っ ふ ぃ
4 6 5 〈 猿の尻は真赤な（昔咄の結句）〉
「日 本 古 典 文 学 全 集 」 月 報 祁 に 稲 田 氏の「「昔はまつか
う」周辺」の論が掲
載さ
れてい
る。氏は御伽草子「福 富 長
者物語」の結句「昔はまつかう」に着目され、以降の文献
．．． ． ． 
からr傾 城 八 花形」の「昔まつかうさる人の嘗き伝へたる物語」に到る「まつかう」の用例を渉猟されている。そして現代の口承昔話の「昔まっこう
j
系の結語の諸
例を示さ
れ、中でも「昔まっこ猿まっこ、猿 お
尻は
まっ赤いしょ」
, Yも
等の下の話題へ向か て いく傾向と、お開きの合図である「とり
の話」との関連をも述ぺられた。
ところで、それにこの「
たと
へづくし
」の二項目を加え
て 考 えると、稲田氏の推論の二時代を結ぶ 中 継 点 に 相 当 する
もの
として扱えそうである。
（
「先箇 様 」 と 当 時の意味
理解
も
示されている）。さらに「 OO 言 簗 覧 」 に 紹 介 さ れ て
いる「晦臨尻は真赤な牛房焼ておッつけろ」の詞章を加え
一
0
84
 
てみる。そして「頷城八花形」の用例の力点を振ってみる
＿
そうすると、語呂 合 わ せの輿も働いた として、
三得たる堂傾 草
尽支忍識？城/
／
子
ヘ づは--,·八
/づ く 猿0 花 面
現く し の形 は
行 し → 尻--, ま・
→ →猿0 は昔 つ・"’ の
つま ・尻
真ま• こ・
つ・は
赤・つ・
赤つ なこ・ ど
いこ
か・真・ ・
う・赤• ： 
う・
し猿猿0 な
← さ 0
ょま の - る0ー っ尻 人
等尺展． ？ 
猿赤
・
なの←
． ． 
 ぃr卜心Lit F． ’ 9 n ＇ ー L "
し
t， し けじ ’ , ’ L!L " i 直 ー
， 9 11 ト重一
0
五 月 、 中 国 の 学
者に会っ
て 、 昔 話
「 宝 化 物 」 中 の 化 物 の
その
他
xx
ら 2 〈 お 屁勢し が 出 れ ば 咄 の 仕 舞 じ ゃ げ な 〉
号
）
醤 〈 四 ぞ の 噺 は 卑 賤 の 事 に て 予 〉「 と り の 話 」 と の 関 連 に 注 意 し た い 。 � 前 に も 街
い た こ
と
で あ る
が 、 咄 本 r 鹿 子 餅 」 （ 明 和 九 年 ） の 巻 末 に 「 下 司 咄
屎 果 以 ＿ 一 古 語
l
先 此 巻 是 切 」 と
あ る 。
（ マ マ ）
姐 〈 げ な と
言
へばげ
る
の神様叱らしゃろげな〉「げなげ
な 話 は
． ． 
；．」の類であろうか。
注 ー
こ の 詞 章 は 見出 し に な
っ て い
て 、 以卜 「 尤 の 草 子 」 等 の
類 似咽草 の 引 用 が あ る 。 r 尤 の 草
紙 」
に
は 「 京 わ ら は ぺ の
小 う た な り 」
と あ る 。
「 昔 話 の 周 辺 」 国 語 通 信 一 六 六 号
注2
X 
と い う 系 統 図 が 組 み 立 て ら れ そ う で あ る 。
箪謡あ
るいは
． ． ． 
:,' と し た の
は 、 童 謡 か ら 昔 話 へ の 流
れが
あっ
た と も 、 そ の
逆 で あ っ た と も 考 え ら れ
る
か ら で あ る 。 「 r と り の 話 」 小
考 」 に 挙 げ ら れ た 結 句 「 ど ん び ん 三 助 猿 ま な こ 、 猿 の け っつさとほう焼いて
ぶっ
つ け ろ 」 （ 山 形 県 北 村 山 郡 ） は 、 前
記窟謡との関連の強い事例であろう。
x 
管 見 の 狭 い ま ま で ポ 悶 き 記 し た の で 諸 先 学 の 論 考 に 就 い て
参 看 す る こ と も 少 く 、 妄 説
に
過ぎぬかとの不安を抱いてい
る 。 特 に 芭 菊 の 句 に つ
い て の 感 想 は 独 断 そ の も の で あ ろ う
x 
衣 服 の 色 と 宝 （ 金 銭 ） の 種 類 に つ い て 、 「 翌 怪 録 」 「 稽 神録 」 に あ ろ 記 事 に 着 目 し た と 話 す と 、 「 「 酉 閤 雑 俎 」 も 見ろとよい
J
と 示 唆 さ れ た 。 折 り よ く
日 本 で は 訳 本
が刊行さ
れ
つつあ
る 。
。その後、林蘭女史覇のr密仙売雷」の訳也r宵売りの背仙 人 」 （ 創 元 社 ） を 読 ん で い る と ● 「 人 の 迎 命 」 と い う 韻の 話 で 「 宝 化 物 」 そ っ く り の エ ピ ソ ー ド に ぶ
つか
った
。
0
雑 誌 「 I T A N 」 四 十 九 年 九 月 号 に 花 咲 一 男 氏 が 紹 介 さ
れ た 式 亭 三 馬 の 合 巻 r 力 競 稚 敵 討 」 に は 、 昔 話 「 継 子 と 島 」の 趣 向 が と り
入れて
あ
っ た 。
0
版 本 「 あ つ め 苗・ 」 を く
つてい
る
と、心学の本である
が、
昔話「打出の小槌」
． ． ． ． ． 
，例の米倉
が
絵 入 り で 載 っ て い て 、
「打出
し た 子 免 く ら よ り
は お と り け り
欲 に 眼 の 見 へ ぬ お
や じ ハ 」 と 歌 が 添 え
てあ
っ た 。
0 昔 話 と 直 接 の 関 係 は な い が 、 よ く 話 題
に な
る 枕 草 子 の
「冬の月
j
が 〈 師 走 の 月 と 老 女 の 仰 鯨 と は 吋 ま じ き も の と
（ 消 少 納 言 枕 草 紙 ） 〉 と し て 「 た と へ づ く し 」 P
.5 1 6 に 記
載されている。
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日
本文学ノート院
女子大学）
日本文学論集
第三号（大東文化大学大学院）
日本文学論稿
第十号
（東北大学文芸談話会）
日本文芸学
第十
五号、
第十六岳、
第十七号（日本文芸学
会）
日本文芸研究
第三十二巻第三 、
第三十三巻第三号（関
西学院）
ノートルダム消心女子大 紀要
第五巻第一号
俳句文学館紀要
第一号（俳人協会）
梅光女学院大学文学部紀要
16
花園大学研究紀要
第十一号
第十四号、
第十五号、
第十六号（宮城学
研究室受贈因書雑誌目録
vn
し）‘；
-.`(f,4,1,t,．しくi
:'i-•
し）
li��,4,1,’9...’i,,I’卜．
し、
また、
「たとへづくし」の各項については、
続巻を十
、既に論じられたであろ
•分に参照できぬ忽卒の指摘であり
う項目も確かめえぬままでの記述であることをお詫びし、c
批正を仰ぐことにさせて頂く。
（八
十一年十月三十一日記）
（市立岡山商業高校勤務
・「
．日
本昔話通観」編集委貝）
花園大学因文学論究
第九号
藤女子大学国文学雑誌
28
冨士論殴
第二十六巻第一号（宮士短期大学）
文学研究科論集
第八号
（国学院大学大学院）
文学研究稿
第三号（文学
研究稿の会）
文学史研英
21
.22（大阪市立大学）
文学論輯
第二十七号（九州大学）
文学論叢
第
六
十五輯（愛知大学）
文学論躁
第五十五号（東洋大学）
文芸研究
第九十四集、
第九十五巣、
第九十六集、
第九十
七集、
第九十八集（日本文芸研究会）
文芸と思想
第四十五号（福岡女子大学）
文芸と批評
第五巻第四号、
第五号、
第六号（文芸と批評
の会）
文芸論殴
第十五号（大谷大学）
文献探究
7
.8（九州大学文献探究の会）
文研論集
第七
号（専修大学大学院）
文莫
第六号（鈴木腺学会）
文林
第十五号（松蔭女子 院大学）
方言研究年報
続六（広品方言研究所）
武血川国文
第十八号（武庫川女子大学）
百舌馬国文
第一号（大阪女子大学大学院）
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